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 例会予告（２０２０年１０月～２０２０年１１月） 

例会・行先 日程・集合 担 当 者 コ ー ス 

第２８２６回 

 播但の山 

七種山（・683ｍ） 

１０月２４日（土） 

集合 参加者で 

調整 

井戸澄夫 

 

 

中国道福崎 IC～県道 R406～ 

金剛城寺旧山門・・七種山往復 

・・帰路 

備考 日帰りハイキング。温泉入浴予定。  

第２８２７回 

富士山を眺めよう 

  

１１月３日（火） 

   ～６日（金） 

集合 参加者で調整 

吉田 武 

 

テント泊装備一式 

費用 ３万円 

行程 下記 

(1 日目) 京都～岡谷 IC～R20～塩尻峠～東山(2 等△1429.8)～高ボッチ高原往復(キャンプ場泊) 

(2 日目) 高ボッチ高原～岡谷 IC～一宮御坂 IC～日向坂峠(黒岳 1 等△1792.7)往復～ 

河口湖町古賀政男記念館～足和田キャンプ場（泊） 

(3 日目) 河口湖～浅間公園～富岳・鳴沢風穴～精進湖キャンプ場（泊） 

(4 日目) 精進湖～点名「平山」(2 等△697.5)～白糸の滝～新富士 IC～京都 

第２８２８回 

府民 秋の自然観察会 

（岳連自然保護委員会 

        主催） 

１１月２９日（日） 

集合  ＡＭ９：００ 

    鹿ケ谷波切 

    不動尊前 

方山宗子 

 

岡田茂久 

 

 

波切不動尊前・・楼門の滝・・ 

四つ辻・・雨社大神・・如意寺 

跡・・灰山庭園跡・・長等山 

・・三井寺 

[持ち物] 日帰り装備（雨具,登山靴,ストック,ヘッドランプ,帽子,手袋）昼食・水筒・行動食・筆記用具・ゴミ袋など 

[参加費] 500 円（参加資料代他） ※小中学生は無料（保護者同伴のこと） 

[講師]  Oh！賛山クラブ世話役 岡本 淺次郎 氏 

[天候]  前日 18 時以降の NHKTV 天気予報で，２９日午前の降水確立 60％以上の場合は中止。 

         不明の場合は担当者（自然保護委員）にお問い合わせください。 

[申し込み締め切り] 令和２年１１月２１日（土曜日）までに担当者まで連絡してください。 

※東山などの山道を６，７時間余り歩き通せる方との制約があります。 

※諸般の事情で企画の中止もあることを了承願います。 

※是非一度山岳連盟自然保護観察会に参加してみてください。 

１０月の集会 

 日 時  １０月９日（金）18：30～ 

 場 所 holly’s café (ホリーズ カフェ) 

１１月の集会 

 日 時  １１月１３日（金）18：30～ 

 場 所 holly’s café (ホリーズ カフェ) 
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コロナ禍での楽しみ 

                                      吉田 武 

 今年になって広がりだしたコロナウイルス。１０月頃には終息すると思ったが，なかなか収まら

ない。 

 僕個人としては三密も,四密もしているが・・・しかし，ワクチンもできてきているので，少し

は安心している。最近の僕自身は心臓も思わしくないので，登山はしないで,ドライブ登山をして

いる。しかし，もうドライブ登山する山もなくなり，近頃はカメラに集中している。５月の田植え

が終わった頃を見払って，棚田の撮影や，ネットで城跡を検索して，中途半端な城跡を探して写真

を写しに行くことにしている。 

 棚田に関しては，５月の水田がシャタ―チャンスであるので，時期が限られている。輪島市の「白

米の千枚田」や三重県熊野市紀和町の「丸山千枚田」等は１級品である。機会があればもう一度行

ってみたいと思う。沢山棚田があるのは長野県であるが，すべてが小規模な棚田ばかりである。 

 城跡に関しては京都府内では２２９城登録されているが，僕の好みである。石垣や，櫓が少し残

っているような中途半端な城跡は往時の面影や，雰囲気をなんとなく醸し出しているので，僕の好

みである。 

 山城であれば，３０分以上時間のかかる登山道が続く城跡は登らないようにしている。車で登れ

る城跡にも三角点が所々にある。パソコンで点名を検索してタッチしている。 

 １１月になると雲海とお城の撮影場所や，雲海を写す場所を検索しているが，楽に登れるところ

はない。福井県大野市の大野城や，比良小入谷峠などが比較的楽に撮影ができる。 

 コロナ禍の中ではあまり外出はしない方が良いと思うが，ストレスがたまるので，適当にドライ

ブをしている。 

                                    令和２年９月 

 

 

 

 

【個人山行】令和２年８月４日 

 

「子の泊山」１等三角点 907.2ｍ 

 

                                     井戸 澄夫 

 子の泊山は三重県南牟婁郡紀宝町と熊野市紀和町との境にある山である。山愛好家の間では干支

の山として有名である。今年は「子の年」ということで，登山者は多いようである。京交山岳部有 
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志の方々は今西錦司氏を大将とする十二支会のメンバーとなって，干支の名前の付く山を毎年登っ

ておられた。「子」の名前の付く山は少ないので，ほぼ十二年ごとにこの山に登っておられたよう

である。今西博士は１９６０年にこの山に登ったのを契機にして，毎年干支の名の付く山を登ろう

と呼びかけて十二支会を創始し，多くの山愛好家が参画した。今西先生は１９９２年に逝去され，

後継者により十二支会の活動は継続されたが，会員の高齢化もあり，節目の６０回目の２０１９年

１月猪背山をもって解散されたとのことです。京交山岳部も毎年の初登山には干支の名の山を登っ

ていたが，今年は近くに「子」の山がないので，長岡京の低い山に登り，皆でランチをした。手軽

に登れたこともあり，１２名という今の京交山岳部としては最大規模の参加があった。 

 熊野の「子の泊山」は，小生は未だ登っておらず，一度は登りたいと考えていたので，今年は丁

度「子」の年なので登ることにした。当初は例会として企画するつもりであったが，新型コロナウ

イルスの第二波が襲来したので，例会にするのは自粛し，個人山行として単独で行くことにした。

単独の山行は良くないということは重々承知であり，女房からも反対されているが，スマホでもっ

て常時連絡するということで許してもらっている。しかし，７０歳になり体力の衰えを実感し，登

りにかかる時間も標準コースタイムの１．５～２．０倍かかるが，逆に同行者に気兼ねせずマイペ

ースで山を楽しめるのが，単独登山の魅力である。 

 山の仲間が次々に山登りを止め，京交山岳部を退部した人も多いが，小生は歩けなくなるまで山

登りを続けたく思う。２０歳前からちんたらちんたらと，それでも中断することなく続けてきた趣

味である。まるでわが人生を象徴しているなと自虐的に思うのである。 

 京都～奈良～郡山～橿原～五條～十津川～熊野本宮～新宮の道は，大峰山系や南紀熊野山系の

山々に登るためによく通った道である。五條～十津川は曲がりくねった難路，京都～五條は渋滞に

難儀した。今は随分と道路事情が良くなった。京奈和高速道路が８割方完成しているし，五條から

の山岳地帯もトンネルやバイパスの整備が進んでいる。今回，我が愛車（軽ワゴン）で自宅（宇治）

から熊野本宮まで６時間ほどかかったが，途中の食事や休憩を差し引けば４～５時間で来れそうで

ある。もっとも現在，新宮までは名神・伊勢高速道路を利用すれば３時間ほどで来れる。路線バス

としては，奈良交通が大和八木～五條～十津川～熊野本宮～新宮を 1日３便約７時間で運行してい

る。日本一長い路線バスとして宣伝しているし，山岳部の堀田氏も乗ったとのことである。 

 熊野本宮の駐車スペースで仮眠して，早朝，新宮市内から桐原へ，桐原から浅里への林道を登り

桐原登山口に着く。ここから浅里に抜ける林道は途中で崩落して通行禁止であり， 

 逆コースの登山はできない。登山口には駐車スペース（１０台程度）がある。林道から鉄のはし

ごを登ると岩のゴロゴロする急登がしばらく続くが，３０分ほどで尾根に出る。周囲は杉の植林帯

である。天候は梅雨の長雨がやっと明けて夏の太陽が眩しい。尾根の道は歩きやすく快調に登れる

が，ゆっくりゆっくりと息を整えながら登る。山頂は手頃な広さで一等三角点が鎮座している。干

支の山らしく標識が多い。古い標識には標高 906.7ｍとなっているが，新しい地形図では 907.2m

である。山の高さは常に変化している。山頂から熊野灘方向の眺めは絶景である。南紀らしい重畳

たる山並みの向こうに太平洋が見える。平安貴族が憧れた浄土を思わせる景色である。 

 

 

 【コースタイム】 6:45桐原登山口(h-450m)・・・8:45山頂(１等△907.2)9:00・・・ 

         10:00桐原登山口 （単独行） 
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 賑やかな山頂の標識             立派な一等三角点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 新十二支会ができてます             熊野灘を望む 

 

【追記】 

 午後に那智大社から熊野古道の大雲取越を訪ねた。那智大社と熊野本宮を結ぶ熊野古道が，

大雲取越・小雲取越と呼ばれる道で，合わせて 30km近い長さの古道である。とりわけ大雲取

越は標高 700mを越す尾根道であり，厳しいアップダウンが続く。この古道も他の熊野古道と

同様に林道が沿っているが，途中の地蔵茶屋跡までしか行けない。地形図には地蔵茶屋から古

道を離れ田長谷から熊野川に抜ける林道が載っていたので，通れるかどうか分からなかったが，

行ってみたら意外に良い道で，とりわけ標高 900mの尾根を通る林道からの眺望は絶佳である。 

 

 

 

 

【個人山行】令和２年９月１４日 

点名 高取３等三角点 583.6m と 高取城跡 

                                       吉田 武 

 楽に山に登れて，僕の好きな城跡をみられる山に行ってきました。第二京阪国道門真 JCTそして

近畿自動車道を美原 JCTから南阪奈道を通り R24と R169 を走って，高取町壺阪寺のある壺阪から 
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高取城跡のある車道を走り，標高 540mの道路脇に駐車して,心臓に負担をかけないようにしながら

３０分かかって，城跡まで登り，隣にある３等三角点，点名「高取」にタッチしました。城跡は石

垣ばかり残っていましたが，僕の好みの城跡でした。走行距離は 210km気持ちよく走ってきました。 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例 会 報 告（まとめ） 

 

例会№ 目的地 天候 月 日 担当者 参加者 記 事 

新型コロナウイルス対策のため，２０２０年（令和２年）５～９月は例会を実施しません 

でした。 

 

 

 

 



 6 

 

雑  報 

△△△ ２０２０年８月の集会 

     日 時  ８月６日（木） １８：３０～ 

     場 所  holly’s café （ホリーズカフェ 烏丸四条西入る） 

     出席者  吉田，方山，岡田，森本，井戸 ５名 

     内 容  例会報告，例会予告，個人山行報告，岳連関係報告 

 

△△△ ２０２０年９月の集会 

     日 時  ９月１０日（木） １８：３０～ 

     場 所  holly’s café （ホリーズカフェ 烏丸四条西入る） 

     出席者  方山，岡田，大槻，井戸 ４名 

     内 容  例会報告，例会予告，個人山行報告，岳連関係報告 

      

△△△ 部報は１０月，１１月合併号として発行します。 

 

△△△ 部報発送担当からのお知らせ 

     職場の異動に伴い，部報の発送先，発送方法に変更がある場合は，必ず部報発送担当者 

    （松田）まで連絡してください。 

    ※パソコンに部報データを送信することもできます。送信希望の方は，パソコンのメール 

     アドレスを部報発送担当者に連絡してください。 

 

△△△ 部費の徴収について 

     山岳部費については２０１９年度から徴収せず，山岳部の活動は内部留保金で運営して

います。２０１９年度に既に納入された方には別途返却いたします。 

 

△△△ 総会について 

 ２０２０年３月１８日に職員会館「かもがわ」で行う予定でした２０１９年度総会は， 

新型コロナウイルス対策のため延期しています。今のところ２０２１年３月に開催する方

向で検討中です。  

 

≪新入部員募集中≫ 
 

令和２年１０月１日 

 

京都市右京区太秦下刑部町１８ 

京都市交通局内 

京 交 山 岳 部 
http://kkmc.web6.jp 


